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「
民
間
造
語
文
化
の
視
点
か
ら
i

岡

野

信

子

は
じ
め
に

 
 
隠
岐
の
屋
号
語
彙
の
調
査
を
志
し
て
、
私
は
、
島
後
で
は
五
箇
村
を
訪
う
た
。

神
部
宏
泰
氏
著
「
隠
岐
方
言
の
研
究
』
．
（
風
間
書
房
）
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
は
隠

岐
方
言
の
特
色
を
よ
く
見
せ
る
地
で
あ
る
。
屋
号
語
彙
の
上
に
も
隠
岐
色
の
濃

 
い
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
五
箇
村
で
は
、
そ
の
中
心
的
な
集
落
で
あ
る
北
方
（
キ
タ
カ
タ
）
と
郡
（
コ

 
ー
リ
）
と
で
、
五
五
年
五
月
と
八
月
、
五
八
年
四
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
数
日
の
調

層
面
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
郡
の
屋
号
を
と
り
あ
げ
る
。
」
郡
の
屋
号
と
他
地

 
区
の
屋
号
に
は
共
通
す
る
名
も
多
く
、
命
名
の
発
想
や
造
語
法
の
観
点
か
ら
言

-
え
ば
、
郡
の
屋
号
状
況
は
五
箇
村
の
屋
号
状
況
を
代
表
す
る
と
理
解
し
て
よ

 
い
。

 
 
 
 
 
 
オ
 
チ

 
 
郡
は
も
と
詳
知
郡
富
村
で
、
明
治
三
七
年
に
五
箇
村
の
一
大
字
と
な
っ
た
。

古
く
か
ら
農
業
と
林
業
を
営
む
集
落
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
林
業
は
ふ
る
わ
な
、

 
い
。
そ
の
世
帯
数
と
人
口
は
、
明
治
初
年
は
七
六
戸
、
約
三
〇
〇
人
、
昭
和
五

 
八
年
八
月
現
在
は
一
五
六
戸
（
一
八
七
世
帯
）
、
五
ご
三
人
で
あ
る
。
戸
数
の

増
加
は
、
分
家
が
創
立
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
村
の
中
心
的
な
集
落
で
あ

っ
た
こ
の
地
に
、
他
地
区
、
他
村
、
あ
る
い
は
本
土
域
か
ら
転
入
し
た
家
が
か

な
り
あ
る
た
め
で
あ
る
。

 
郡
の
屋
号
に
つ
い
て
は
、
五
五
年
に
は
、
岳
野
勝
男
氏
（
明
治
三
八
年
生
）

と
藤
田
茂
正
氏
（
大
正
一
二
年
）
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
．
五
八
年
に
は
藤

田
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
氏
の
御
好
意
に
よ
っ
て
、
各
区
の
「
明

治
初
期
以
降
歴
代
脚
帯
益
氏
名
・
家
号
調
」
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ

は
村
誌
編
纂
の
資
料
で
、
明
治
初
期
、
明
治
四
〇
年
、
昭
和
二
〇
年
、
眠
和
五

八
年
と
時
期
を
一
定
し
て
、
屋
号
名
と
戸
主
名
と
を
記
録
し
て
い
る
。
郡
区
の

調
査
担
当
者
は
村
上
嘉
実
氏
で
あ
る
。
こ
れ
の
資
料
と
な
っ
た
の
は
、
郡
の
ば

あ
い
は
、
明
治
三
年
ご
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
「
郡
村
世
代
繰
出
簿
」
、
村

役
場
の
古
い
課
税
台
帳
、
昭
和
二
〇
年
代
の
世
帯
員
名
簿
、
な
ら
び
に
現
存
の

人
々
の
記
憶
す
る
と
こ
ろ
な
ど
で
あ
る
と
聞
く
。

 
こ
れ
ら
の
諸
資
料
と
教
示
に
も
と
づ
き
、
私
は
以
下
の
よ
う
に
、
郡
の
屋
号

語
彙
の
考
察
を
進
め
る
。

 
 
一
 
郡
の
屋
号
語
彙
i
命
名
の
推
移
状
況

 
 
二
 
屋
号
の
命
名
・
改
変
・
使
用
に
つ
い
て

 
 
三
 
民
間
造
語
文
化
の
視
点
か
ら
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「以

ｺ
の
屋
号
記
述
に
用
い
た
か
た
か
な
は
音
韻
記
号
で
あ
る
。
岳
野
氏
も
藤

田
氏
も
、
「
イ
」
「
エ
」
の
発
音
は
と
も
に
申
間
音
の
団
で
あ
っ
た
が
、
「
イ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
コ

「
エ
」
と
表
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
シ
」
「
ジ
」
は
部
．
刎
で
あ
る
こ
と
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多
か
っ
た
が
、
 
「
シ
」
「
ジ
」
と
表
記
す
ゐ
ゆ
か
た
か
な
の
右
傍
線
の
部
分
は

ア
ク
セ
ン
ト
の
高
音
部
で
あ
る
が
、
両
氏
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
異
な
る
も
の
も
あ

り
、
ま
允
お
ひ
と
り
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
時
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
こ
に
は
、
あ
ら
わ
れ
る
回
数
の
多
か
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
を
記
し
た
。

 
 
 
 
二
、
郡
の
屋
号
語
彙
 
 
命
名
の
推
移
状
況

 
郡
区
の
屋
号
語
彙
を
、
ま
ず
、
「
明
治
初
年
ま
で
に
命
名
さ
れ
て
い
た
屋
号
」

「
明
治
年
間
に
命
名
さ
れ
た
屋
号
」
 
「
大
正
・
昭
和
前
期
（
戦
前
）
に
命
名
さ

れ
た
屋
号
」
 
「
昭
和
後
期
（
戦
後
）
に
命
名
さ
れ
た
屋
号
」
に
分
類
し
た
。

 
つ
ぎ
に
、
三
期
の
屋
号
を
総
覧
し
て
、
そ
の
家
の
状
況
・
実
態
に
注
目
し
た

屋
号
i
す
な
わ
ち
事
実
認
識
を
言
う
屋
号
と
、
祝
福
・
願
望
を
言
う
屋
号
に

二
大
別
し
た
。
そ
の
二
類
の
中
を
命
名
視
点
に
よ
っ
て
分
け
、
さ
ら
に
そ
の
下

位
を
語
構
造
に
よ
っ
て
分
類
し
た
。
こ
の
作
業
の
結
果
に
よ
っ
て
、
屋
号
命
名

の
お
お
よ
そ
の
推
移
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
以
下
に
記
す
屋
号
の
中
に
は
、
現
存
し
な
い
家
の
屋
号
も
あ
る
。
他
地
か
ら

転
入
し
た
家
が
、
出
身
地
で
■
の
屋
号
を
そ
の
ま
ま
用
い
'
て
い
る
も
の
は
、
そ
の

命
名
の
時
期
の
と
こ
ろ
に
置
く
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
期
に
転
入
し
た
家
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
屋
号
が
明
治
期
に
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
明
治
期
の
と
こ

ろ
に
置
い
て
あ
る
。
そ
の
屋
号
に
く
地
名
v
を
添
え
た
の
は
五
箇
村
内
か
ら
、

《
地
名
》
を
添
え
た
の
は
村
外
か
ら
転
入
し
た
家
の
屋
号
で
あ
る
。

明
治
初
年
ま
で
に
命
名
さ
れ
て
い
た
屋
号

 
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
も
の
の
中
に
は
、
慶
長
七
年
に
は
す
で
に
あ
っ
た
と

か
、
貞
亨
四
年
に
は
そ
の
屋
号
の
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
っ
た
た

ぐ
い
の
屋
号
も
あ
る
。
が
、
今
は
ひ
と
ま
ず
明
治
初
年
に
は
あ
っ
た
屋
号
と
し

て
整
理
す
る
。

 
以
下
に
あ
げ
た
分
類
項
目
の
番
号
は
、
三
期
に
共
通
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
あ
る
時
期
に
そ
の
分
類
項
目
に
相
当
す
る
屋
号
が
な
い
ば
あ
い
は
欠
番
と

な
っ
て
い
る
。

 
 
1
 
事
実
認
識
を
言
う
屋
号

 
注
目
さ
れ
る
事
実
は
、
居
住
場
所
・
創
始
者
・
職
業
・
本
家
分
家
関
係
で
あ

る
。1

、
居
住
場
所
に
注
目
し
た
屋
号

 
ω
 
居
住
地
点
名
を
言
う
屋
号

 
 
キ
ミ
ガ
キ
（
君
垣
）
 
亦
シ
タ
（
干
田
）
 
ノ
グ
リ
（
下
墨
）
A
山
田
V

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ヨ
く

 
 
サ
ト
ヤ
（
三
三
）
〈
久
見
V

 
「
里
屋
」
は
、
地
名
に
屋
を
添
え
た
屋
号
で
あ
る
。

 
の
 
居
住
場
所
の
状
況
を
言
う
屋
号

 
（

 
 
タ
カ
ヤ
マ
（
高
山
）
 
カ
ミ
タ
ケ
ヤ
マ
（
上
竹
山
）
 
シ
モ
タ
ケ
ヤ
マ
，

 
 
（
下
竹
山
）
 
イ
ワ
ガ
キ
（
岩
垣
）
〈
南
方
v
 
タ
ニ
（
谷
）
〈
山
田
〉
 
タ

 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ニ
カ
ワ
（
谷
川
）
 
サ
カ
ワ
ヤ
（
佐
川
屋
）
 
．
サ
ワ
ヤ
（
沢
屋
）
〈
南
方
〉

 
 
マ
エ
ダ
（
前
田
）
 
サ
ト
ノ
ヤ
（
里
野
屋
）
〈
山
田
v
 
ヨ
ゴ
ミ
チ
（
横
道
）

 
「
岩
垣
」
家
は
、
家
の
う
し
ろ
が
断
崖
絶
壁
で
あ
っ
た
。
 
「
上
竹
山
」
と
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「
下
竹
山
」
．
と
は
、
後
に
竹
山
を
負
い
、
 
「
仲
」
家
を
は
さ
ん
で
上
手
と
下
手

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
屋
号
は
「
位
置
＋
場
所
状
況
」
、
の
語
構
造
を
持
っ
た

複
要
素
屋
号
で
あ
る
が
、
今
は
後
部
要
素
に
注
目
し
て
こ
こ
に
置
く
。

 
③
 
居
住
場
所
の
位
置
を
言
う
屋
号

 
①
ヤ
マ
ネ
（
山
根
）
 
サ
カ
ネ
（
坂
根
）
 
タ
キ
ネ
（
滝
根
）
 
イ
ワ
ネ
ヤ

 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
ワ
シ
ロ
 
ダ
 
 
 
 
 
 

 
 
，
（
岩
根
屋
）
 
イ
ワ
モ
ト
（
岩
本
）
〈
苗
 
代
 
田
〉
 
マ
ツ
モ
ト
（
松
本
）

 
 
タ
ケ
ノ
シ
タ
（
竹
の
下
）
 
サ
カ
ガ
ミ
ヤ
（
坂
上
屋
）
 
タ
ニ
ワ
キ
（
谷

 
 
脇
）
 
オ
サ
キ
，
（
尾
崎
）
 
タ
ナ
カ
（
田
中
）
 
イ
デ
グ
チ
（
井
出
口
）

 
こ
こ
に
あ
げ
た
一
群
の
屋
号
は
、
山
、
坂
、
田
、
松
な
ど
、
あ
る
物
を
示
し

層
て
、
そ
れ
の
根
、
本
、
上
、
脇
、
中
の
よ
う
に
位
置
を
示
し
て
い
る
。
 
た
だ
し
、

「
滝
根
」
家
の
近
く
に
滝
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
之
い
う
。
今
は
語
構
造
に

し
た
が
っ
て
、
こ
の
位
置
に
置
く
。
 
「
井
手
口
」
家
は
用
水
路
の
口
の
近
く
に

そ
の
住
居
が
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ツ
マ
ム
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②
ヒ
ガ
シ
．
（
東
）
 
ヒ
ガ
シ
（
東
）
《
都
万
村
》
 
ナ
カ
（
仲
）
 
キ
タ
ム
キ

 
 
ノ
ナ
カ
（
北
向
の
仲
）
 
ク
ミ
ナ
カ
（
久
見
仲
）
 
ナ
カ
ヤ
（
伸
屋
）

 
 
ハ
シ
（
端
Y
 
ソ
ラ
（
空
）

 
こ
の
一
群
は
、
漠
然
と
そ
の
位
置
を
言
う
屋
号
で
あ
る
が
、
隠
在
す
る
基
準

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ツ
ク

点
は
、
居
住
す
る
小
集
落
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
東
」
は
一
宮
集
落
内
の
東

部
に
あ
っ
た
家
で
あ
り
、
「
空
」
家
は
一
宮
の
高
い
所
に
あ
っ
た
。
「
北
向
の

仲
」
も
「
久
欝
血
」
も
、
正
式
に
は
「
仲
」
で
あ
る
。
転
住
に
よ
っ
て
、
た
ま

た
ま
郡
内
に
同
一
屋
号
の
家
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
同
名
衝
突
を

避
け
て
、
そ
の
家
の
向
き
を
添
え
、
あ
る
い
は
出
身
地
層
添
え
て
区
別
し
た
。

 
五
箇
村
の
「
仲
」
屋
号
の
家
に
は
、
庄
屋
、
あ
る
い
は
親
方
（
オ
ヤ
カ
タ
ー

上
流
家
庭
）
が
多
い
。
た
だ
し
、
命
名
は
そ
の
家
の
位
置
ぺ
の
注
目
で
あ
る
と

鵬
獺
纒
五
箇
村
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字
郡
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号
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彙
 
一
民
間
造
語
文
化
の
視
点
か
む
一

判
断
し
て
、
こ
こ
に
置
い
た
。
「
仲
屋
」
も
、
本
郷
集
落
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
。

五
箇
村
で
は
、
「
仲
」
は
お
お
む
ね
「
本
家
，
」
、
 
「
桶
屋
」
、
は
分
家
の
屋
号
で
，

あ
る
。

2
 
目
立
た
し
い
も
の
を
言
う
屋
号

 
 
ウ
エ
ダ
ヤ
（
上
田
屋
）
 
シ
ミ
ズ
ヤ
（
清
水
屋
）
 
サ
サ
ヤ
（
笹
屋
）

 
 
ツ
タ
ヤ
・
（
蔦
屋
）
 
フ
ジ
ャ
（
藤
屋
）
 
ク
ラ
ヤ
（
倉
屋
）
，

 
「
上
田
屋
」
は
、
高
所
に
田
を
作
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て
の
命
名
で
あ

る
。
 
「
倉
屋
」
は
、
上
納
米
を
収
め
た
五
箇
倉
屋
敷
の
近
く
に
あ
っ
た
家
の
屋

号
で
あ
る
。

3
 
入
麺
を
ふ
く
む
屋
号

 
 
ヨ
ス
ケ
ヤ
マ
（
与
助
山
）

 
こ
の
家
の
初
代
の
名
は
与
助
で
、
そ
の
家
は
与
助
山
に
あ
っ
た
。
山
の
名
は
、

与
助
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
語
形
態
に
着
目
す
れ
ば
、

「
居
住
地
旧
名
を
言
う
屋
号
」
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
初
代
の
名
を
ふ
く
ん
で

い
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
こ
こ
に
置
く
。

4な
い
力

入
し
た
昭
和
期
に
は
、
古
く
か
ら
の
「
鍛
治
屋
」
は
す
で
に
本
土
に
転
出
し
て

い
た
の
で
、
同
名
衝
突
は
お
こ
ら
な
か
っ
た
。
 
「
木
屋
」
の
職
業
も
明
ら
か
で

な
い
が
、
木
材
関
係
の
職
業
で
あ
っ
た
か
。

職
業
を
言
う
屋
号

コ
ー
ヤ
（
紺
屋
）
 
ハ
ナ
ヤ
（
花
屋
）
 
イ
ッ
ク
ハ
ナ
ヤ
（
一
宮
花
屋
）

司
ロ
ヤ
（
室
屋
）
 
刈
ジ
咽
（
鍛
治
屋
）
 
刺
ジ
刺
（
鍛
治
屋
）
〈
癩
妙
彫
〉

イ
タ
ヤ
（
板
屋
）
《
西
郷
町
》
 
キ
ャ
（
木
屋
）
〈
北
方
V

「
花
屋
」
は
麹
屋
で
あ
る
。
「
室
屋
」
は
職
業
屋
号
で
あ
6
と
断
定
は
で
き

．
、
、
麹
室
の
あ
っ
た
家
か
と
推
定
し
た
。
那
久
路
か
ら
「
鍛
治
屋
」
が
転
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5
 
家
格
を
示
す
屋
号

 
ω
 
家
格
を
言
う
屋
号

モ
ト
ヤ

ヤ
シ
キ

人
山
）

ヨ
訓
ヤ

「
元
家
」

家
で
あ
っ
た
。

家
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
「
屋
敷
」
は
、
庄
屋
を
補
佐
す
る
年
寄
ク
ラ
ス
の
屋
号
と
い
う
。
そ
の
職
掌

に
よ
っ
て
、
ゴ
メ
ン
ジ
ョ
ヤ
シ
キ
（
御
免
所
屋
敷
）
と
か
、
オ
ヤ
ク
メ
ヤ
シ
キ

（
お
役
目
屋
敷
）
と
呼
ば
れ
る
宅
地
を
藩
か
ら
も
ら
っ
て
い
た
家
で
あ
る
。

 
「
役
入
山
」
は
、
初
代
が
、
ヤ
ク
ニ
（
役
人
一
触
れ
役
）
．
を
つ
と
め
て
い
た

家
の
屋
号
で
、
さ
き
の
「
与
助
山
」
と
同
じ
語
構
造
を
持
つ
。

 
「
代
宮
屋
」
は
、
水
若
酢
神
社
の
宮
司
の
家
の
屋
号
で
あ
る
。
「
上
代
宮
屋
」

家
は
川
の
上
流
の
熊
野
神
社
の
、
「
下
代
轡
屋
」
家
は
下
流
の
北
向
神
社
の
、

宮
司
で
あ
り
宮
守
り
で
あ
っ
た
。

 
「
三
門
」
は
、
シ
ャ
ケ
（
社
家
）
一
神
楽
の
大
夫
の
家
筋
で
あ
る
。
 
，

 
の
，
接
頭
辞
「
大
」
を
冠
し
て
本
家
を
示
す
屋
号

 
（

 
 
オ
ー
ソ
ラ
（
大
空
）
 
オ
ー
カ
ミ
（
大
上
）
 
オ
ー
シ
モ
（
大
下
）
〈
小
路
v

 
 
オ
ー
ニ
シ
（
大
西
）
 
オ
ー
マ
エ
（
大
前
）

 
こ
れ
ら
は
、
位
置
を
言
う
語
に
〃
大
〃
を
冠
し
た
語
構
造
を
持
つ
。
〃
大
〃

は
、
そ
の
位
置
を
強
調
す
る
接
頭
辞
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
分
家
表
示
の
接
頭

辞
「
小
」
と
対
応
し
て
、
本
家
表
示
に
働
い
て
い
る
。

（
元
家
）
 
オ
モ
ヤ
（
揖
屋
）
 
タ
ベ
オ
モ
ヤ
（
田
部
貸
屋
）

（
屋
敷
）
 
イ
ッ
ク
ヤ
シ
キ
（
一
宮
屋
敷
）
 
ヤ
ク
ニ
ヤ
マ
（
役

ヨ
コ
ヤ
（
代
樽
屋
）
 
カ
ミ
ノ
ヨ
コ
ヤ
（
上
代
全
脳
）
 
シ
モ

（
下
代
宮
屋
）
 
シ
ャ
モ
（
社
門
）
〈
久
見
v

「
重
屋
」
は
、
今
は
な
い
が
、
と
も
に
三
百
年
以
上
も
続
い
た
旧

そ
の
名
は
、
地
区
内
の
お
も
だ
っ
た
家
で
あ
り
、
一
族
の
総
本

6
 
分
家
で
あ
る
こ
と
を
言
う
屋
号

 
っ
 
分
家
を
言
う
語
を
軸
と
す
る
屋
号

 
（

 
 
シ
ン
ヤ
（
新
屋
）
 
シ
ン
ヤ
（
新
屋
）
〈
小
路
〉
 
イ
ヌ
マ
チ
シ
ン
ヤ
（
犬

 
 
町
新
屋
）
〈
小
路
V
 
イ
マ
シ
ン
ヤ
（
今
新
屋
）
 
シ
ン
タ
ク
（
新
宅
）

 
 
ワ
ケ
ノ
ヤ
（
和
気
今
旦
）
 
ツ
ズ
キ
ヤ
（
揖
屋
↓
辻
木
屋
）

 
の
 
接
頭
辞
、
「
小
」
 
「
端
」
を
冠
し
て
分
家
を
示
し
た
屋
号
-

 
（

 
 
コ
ニ
シ
（
小
西
）
 
コ
マ
エ
（
小
前
）
 
コ
ヤ
シ
キ
（
小
屋
敷
）
 
ハ
オ

 
 
サ
キ
（
端
尾
崎
）

 
鋤
 
漢
字
の
組
み
あ
わ
せ
に
よ
っ
て
分
家
を
示
し
た
屋
号

 
（

 
①
後
部
要
素
が
分
家
表
示
で
あ
る
屋
号

 
 
カ
ナ
オ
カ
（
金
岡
）
 
ナ
カ
ワ
キ
（
中
等
）
 
サ
サ
ワ
キ
（
笹
［
脇
）

 
「
三
聖
」
は
「
仲
」
の
分
家
で
あ
る
が
、
〃
中
〃
の
文
字
を
用
い
て
い
る
。

 
④
そ
の
他

 
 
ミ
ツ
イ
（
三
井
）

7
 
本
家
屋
号
を
踏
襲
し
た
分
家
屋
号

 
 
ヒ
ガ
シ
（
東
）
 
タ
ナ
カ
（
田
中
）

 
分
家
屋
号
に
つ
い
て
は
、
後
に
、
「
煕
敵
課
五
箇
村
大
字
郡
の
分
家
屋
号
」
（
『
方

言
研
究
年
報
』
第
2
6
号
）
で
述
べ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
省
略
す
る
。

 
以
上
の
屋
号
語
彙
の
中
で
、
 
「
漢
字
の
組
み
あ
わ
せ
に
よ
っ
て
分
家
を
示
し

た
屋
号
」
の
一
群
は
、
お
そ
ら
く
、
自
家
の
命
名
に
よ
る
屋
号
で
あ
ろ
う
。
そ

の
ほ
か
は
、
お
お
む
ね
、
誰
言
う
と
な
く
言
い
は
じ
め
て
、
い
っ
か
そ
の
家
の

名
と
な
っ
た
屋
号
-
一
、
集
落
内
の
共
同
命
名
に
よ
る
屋
号
緬
あ
る
。

 
 
豆
 
祝
福
・
願
望
を
言
う
屋
号

 
事
実
認
識
を
言
う
屋
号
の
多
く
が
、
集
落
内
の
共
同
命
名
に
よ
っ
て
成
っ
た
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、

名
づ
け
屋
号
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
祝
福
・
願
望
を
言
う
屋
号
は
、
自
家
の
命

名
に
よ
る
名
の
り
屋
号
で
あ
る
。

1
 
祝
福
・
願
望
を
言
う
屋
号

 
 
ト
ヨ
ダ
ヤ
（
豊
田
屋
）
 
オ
キ
ダ
ヤ
（
起
田
屋
）
 
タ
マ
リ
ャ
（
田
丸
屋
）

 
 
マ
ス
ヤ
（
並
屋
）
 
ク
メ
ヤ
（
粂
屋
）
 
フ
ロ
ヤ
（
葦
屋
↓
風
呂
屋
）
《
旧
布

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
カ
ス
ジ

 
 
施
村
》
 
カ
シ
ワ
ヤ
（
柏
屋
）
A
小
路
〉
 
フ
ク
キ
ヤ
（
福
木
屋
）
《
旧
中
条
村
》

 
「
起
田
屋
」
は
、
家
運
挽
回
の
気
概
を
託
し
た
屋
号
で
あ
る
。
〃
田
”
や

〃
枡
〃
の
文
字
に
は
ハ
積
財
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
 
「
田
丸
屋
」
は

親
方
の
命
名
し
た
屋
号
で
、
財
産
が
た
ま
る
よ
ヶ
に
と
の
願
い
を
こ
め
、
好
字

を
宛
て
た
も
の
だ
と
言
う
。
那
久
路
区
に
も
同
名
同
字
の
屋
号
が
あ
る
。
 
「
粂

屋
」
「
広
量
」
「
柏
屋
」
は
、
末
長
い
繁
栄
を
嘉
字
に
託
し
た
屋
号
で
あ
ろ
う
。

2
 
店
名
屋
号

 
 
カ
ミ
ヤ
（
紙
屋
↓
加
味
屋
）
〈
小
路
V

 
小
路
区
の
「
加
味
屋
」
の
分
家
で
あ
る
。
本
家
は
江
戸
期
に
は
陣
屋
、
明
治

期
に
は
旅
路
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
は
小
間
物
を
あ
き
な
っ
て
い
た
。
分
家
が

郡
に
転
塾
し
た
の
は
昭
和
初
期
で
あ
る
。

 
 
皿
 
命
名
の
由
来
の
明
ら
か
で
な
い
屋
号

 
 
ス
シ
ヤ
（
酢
子
屋
）
 
ト
ー
ジ
（
東
寺
↓
当
地
）
 
イ
ツ
ツ
ヤ
（
井
筒
屋
）

 
 
〈
山
田
v
．
 
フ
ィ
ラ
キ
ヤ
（
平
木
屋
）
 
イ
ワ
キ
ヤ
（
岩
城
屋
↓
岩
木
屋
）

 
 
フ
ィ
ラ
ノ
ヤ
（
平
野
屋
）
 
 
ヒ
ロ
セ
ヤ
（
広
瀬
屋
）
 
 
ナ
カ
ジ
マ
（
中

 
 
島
）
 
コ
ダ
ル
（
小
樽
）
〈
山
田
v

 
「
酢
子
屋
」
は
、
明
治
初
年
の
廃
仏
殿
釈
に
焼
か
れ
た
幸
福
寺
の
最
初
の
分

家
で
あ
る
。
そ
の
語
形
態
は
、
水
回
酢
の
系
統
で
あ
る
こ
と
を
見
せ
て
い
る

が
、
幸
福
寺
は
水
垣
酢
神
社
の
末
寺
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
岩
根
屋
」
は

鵬
獺
鰍
五
箇
村
大
字
郡
の
屋
号
語
彙
 
一
民
間
造
語
文
化
の
視
点
か
む
一

「
酢
子
屋
」
の
分
家
、
 
「
当
地
」
は
「
岩
根
屋
」
の
分
家
で
あ
る
。
三
家
の
姓

は
「
連
達
」
で
、
先
祖
は
山
伏
で
あ
ろ
う
と
察
せ
ら
れ
る
。
「
井
筒
屋
」
 
「
平

木
屋
」
は
、
姓
も
「
井
筒
」
 
「
平
木
」
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
屋
号
が
先
で
あ

ろ
う
。
 
「
岩
城
屋
」
は
、
力
を
誇
っ
た
屋
号
か
と
い
う
説
も
あ
る
。
南
方
区
に
，

 
シ
ロ

も
代
区
に
も
同
じ
屋
号
が
あ
っ
て
、
同
様
に
、
〃
城
”
を
〃
木
”
に
改
め
て
い

る
。
 
「
中
島
」
の
初
代
は
、
摂
津
の
国
か
ら
の
流
人
で
あ
る
と
い
う
。
 
「
小

樽
」
は
酒
の
小
売
で
も
や
っ
て
い
た
か
と
い
う
が
明
ら
か
で
な
い
。
小
路
口
に

は
「
古
樽
」
の
文
字
を
宛
て
た
屋
号
が
あ
る
。

 
 
W
 
姓
を
そ
の
ま
ま
屋
号
と
す
る
も
の

 
 
ヤ
ワ
タ
ヤ
（
八
幡
屋
）
〈
久
見
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．

 
こ
の
家
の
転
住
は
明
治
初
年
以
前
で
あ
る
。
郡
に
は
「
八
幡
」
姓
は
な
く
、

紛
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
人
々
は
姓
に
屋
を
そ
え
て
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
み
ず
か
ら
そ
う
名
の
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
明
治
初
年
ま
で
に
命
名
さ
れ
た
屋
号
は
以
上
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
事
実
認

識
を
言
う
屋
号
は
、
祝
福
願
望
を
言
う
屋
号
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
多
く
、
ま
．

た
、
共
同
命
名
の
屋
号
は
、
自
家
命
名
の
屋
号
に
く
ら
べ
て
格
段
に
多
い
。

明
治
期
に
命
名
さ
れ
た
屋
号

 
 
1
 
事
実
認
識
を
養
う
屋
号

1
 
居
住
場
所
に
注
目
し
た
屋
号

ω
居
住
地
点
名
を
言
う
屋
号

 
 
タ
ベ
（
田
部
）

 
②
 
居
住
場
所
の
状
況
を
言
う
屋
号

 
 
ヤ
ナ
ガ
ワ
（
柳
川
）
 
ナ
カ
ガ
ワ

（
中
川
）
 
訓
エ
カ
ワ
（
前
川
）
 
釧
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ワ
バ
タ
（
川
畑
）
 
マ
エ
ヤ
シ
キ
（
前
屋
敷
）
〈
山
田
v

 
「
柳
川
」
「
中
川
」
「
前
川
」
は
、
と
も
に
分
家
で
あ
る
。
か
つ
、
「
中
川
」

「
前
川
」
は
、
川
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
後
部
要
素
の

〃
川
”
は
、
あ
る
い
は
分
家
表
示
要
素
か
も
し
れ
な
い
。
今
は
ま
だ
明
ら
か
に

し
得
て
い
な
い
の
で
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
置
く
。
「
川
畑
」
は
南
方
在
住
時
は

「
川
端
」
で
あ
っ
た
が
、
郡
で
は
奥
山
で
畑
作
を
し
た
か
ら
「
畑
」
を
使
う
よ

う
に
な
う
た
ら
し
い
と
言
う
。
こ
れ
も
、
こ
の
位
置
に
単
純
に
は
置
け
な
い
屋

号
で
あ
る
。
「
前
屋
敷
」
は
、
そ
の
屋
敷
が
部
落
内
の
前
方
に
あ
っ
た
と
い
う
。

た
だ
し
、
本
家
屋
号
が
「
岡
ノ
前
」
で
あ
る
か
ら
、
〃
前
”
ぱ
、
本
家
屋
号
を

ふ
ま
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
9
 
居
住
場
所
の
位
置
を
言
う
屋
号

 
く
 
 
 

 
①
ム
ラ
シ
ェ
（
村
瀬
）
 
シ
バ
ナ
カ
ヤ
（
芝
仲
屋
）

 
「
村
瀬
」
は
、
一
時
期
絶
え
て
い
た
「
下
代
宮
屋
」
を
再
興
し
た
人
の
名

の
っ
た
屋
号
で
あ
る
。
村
ざ
か
い
に
居
を
構
え
た
こ
と
に
よ
る
屋
号
で
あ
ろ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
 
マ

と
い
う
。
 
「
芝
仲
屋
」
は
、
島
前
の
海
士
か
ら
移
っ
て
き
て
、
水
若
手
神
社
の

境
内
近
く
に
居
を
構
え
た
「
仲
屋
」
で
あ
る
。
〃
芝
〃
は
霊
芝
で
、
こ
の
神
社

の
魔
内
を
シ
バ
と
言
っ
て
い
る
。
 
「
仲
屋
」
は
海
士
か
ら
持
っ
て
ぎ
た
屋
号
で

あ
る
。

 
②
カ
ミ
〈
上
）
 
ダ
ケ
ノ
マ
ェ
（
岳
野
前
）

 
「
上
」
、
は
「
上
竹
山
」
を
略
し
て
こ
う
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
こ

の
位
置
に
置
く
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
妥
当
で
な
い
。
「
岳
野
前
」
は
、
岳

野
か
ら
下
っ
て
き
た
「
前
」
屋
号
の
家
で
あ
る
。
修
飾
部
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
①
の
ば
あ
い
と
は
異
な
る
の
で
、
こ
の
位
置
に
お
く
。

 
明
治
初
期
ま
で
に
命
名
さ
れ
た
屋
号
群
に
く
ら
べ
て
、
こ
の
期
に
は
居
住
場

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＼

所
を
言
う
屋
号
は
少
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
、
単
純
に
は
こ
の
位
置
に
置

け
な
い
も
の
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

2．

@
目
立
た
し
い
も
の
を
言
う
屋
号

 
 
キ
キ
ョ
ー
ヤ
（
桔
梗
屋
）

 
明
治
四
三
年
ご
ろ
に
命
名
ざ
れ
た
屋
号
で
あ
る
。
一
見
、
家
紋
を
言
う
屋
号

か
と
見
え
る
が
、
土
地
人
ば
、
門
先
に
桔
梗
が
あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
屋
号

で
あ
る
と
い
う
。

3
 
人
名
を
ふ
く
む
屋
号

 
 
ヤ
ス
モ
ト
（
臨
本
）

 
こ
の
家
の
初
代
は
村
上
保
で
、
〃
保
が
も
と
で
あ
る
家
”
の
意
の
命
名
で
あ

る
。
同
じ
く
人
名
を
ふ
く
ん
で
い
て
も
、
さ
き
に
あ
げ
た
「
与
助
山
」
と
は
語

構
造
が
異
な
る
。
ま
た
「
与
助
山
」
は
共
同
命
名
の
屋
号
、
「
保
本
」
は
自
家

の
名
の
り
屋
号
で
あ
る
。

6
 
分
家
で
あ
る
こ
と
を
言
う
屋
号

 
の
 
一
①
 
後
部
要
素
が
分
家
表
示
で
あ
る
屋
号

 
（

 
・
ク
ラ
オ
ヵ
（
倉
岡
）
 
ナ
ガ
オ
カ
（
永
岡
）
〈
苗
代
田
V
 
イ
ワ
オ
カ
ヤ
（
岩

 
 
岡
屋
）
 
ハ
ナ
サ
キ
（
花
崎
）
 
ト
ヨ
サ
キ
（
豊
崎
）
 
ク
ラ
ワ
キ
（
倉

 
 
脇
）
〈
代
〉
 
フ
ジ
ワ
キ
（
藤
脇
）

7
 
本
家
屋
号
を
踏
襲
し
だ
分
家
屋
号

 
 
キ
ミ
ガ
キ
八
君
垣
）
 
 
フ
ィ
ラ
キ
ャ
 
（
平
木
屋
）
 
 
マ
ス
ヤ
 
（
枡
屋
）

 
 
イ
ッ
ヅ
ヤ
（
井
筒
屋
）
、

 
こ
れ
ら
は
、
本
家
分
家
の
い
ず
れ
か
が
他
地
に
移
っ
て
い
る
の
で
、
．
郡
の
内

に
同
一
屋
号
が
あ
る
と
い
う
時
期
は
短
か
っ
た
と
思
え
る
。
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亙
 
祝
福
・
願
望
を
言
う
屋
号

一
 
サ
ワ
ド
（
沢
土
）
 
カ
ナ
ズ
キ
ヤ
（
金
築
屋
）
 
フ
サ
ヤ
（
寿
屋
）
 
フ

 
 
サ
ノ
ト
（
寿
門
）
 
フ
ジ
サ
ク
（
藤
咲
）
 
ミ
ヨ
シ
（
実
好
）
〈
雨
海
V

 
 
リ
ュ
ー
ワ
（
柳
蛙
）
 
イ
チ
リ
キ
ャ
（
一
力
屋
）

 
「
報
土
」
は
、
沢
田
に
転
居
し
た
「
下
竹
山
」
，
が
、
田
地
所
有
の
願
望
を
こ

め
て
、
こ
の
屋
号
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
 
「
金
築
屋
」
「
寿
屋
」
 
「
寿
門
」

は
、
い
ず
れ
も
文
字
面
に
そ
の
願
う
と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
藤
咲
」
は

「
笹
脇
」
の
分
家
で
、
分
家
表
示
の
〃
崎
”
に
通
わ
せ
て
〃
咲
”
を
用
い
た
と

い
う
。
上
部
要
素
の
〃
藤
〃
は
、
姓
の
一
文
字
で
あ
る
。
「
実
好
」
は
、
電
話

帳
に
は
「
三
好
」
と
あ
る
。
〃
好
”
は
姓
の
吉
田
に
ち
な
ん
で
選
ん
だ
文
字
で

あ
ろ
う
か
。
〃
咲
〃
〃
好
”
の
用
字
に
注
目
し
て
、
両
屋
号
を
こ
こ
に
置
く
。

 
「
柳
蛙
」
は
、
後
夫
に
入
っ
た
人
が
、
家
督
を
先
夫
の
子
に
相
続
さ
せ
、

自
身
は
あ
ら
た
に
一
家
を
創
立
し
た
時
に
つ
け
泥
屋
号
で
あ
る
。
小
野
道
風
の

〃
柳
に
飛
び
つ
く
蛙
”
の
故
事
に
新
生
の
気
概
を
託
し
た
。
〃
柳
か
は
姓
の
一

字
で
も
あ
る
。

 
「
一
力
屋
」
は
、
歌
舞
伎
を
好
ん
だ
初
代
が
忠
臣
蔵
の
一
力
茶
屋
に
ち
な
ん

で
命
名
し
た
屋
号
で
あ
る
と
い
う
。

2
 
イ
ク
セ
ー
ヤ
（
育
盛
屋
）
〈
北
方
V
 
ゴ
カ
ヤ
（
五
箇
屋
）

 
「
育
盛
屋
」
は
飲
食
店
、
「
五
箇
屋
」
は
散
髪
屋
で
、
と
も
に
店
名
屋
号
で

あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
・

 
 
皿
 
命
名
の
由
来
の
明
ら
か
で
な
い
屋
号

 
 
ア
サ
カ
ヤ
（
安
積
屋
）
 
フ
ジ
ハ
ラ
（
藤
原
）
 
ニ
シ
ム
ラ
（
西
村
）

 
．
《
鳥
取
？
》

 
「
安
積
屋
」
は
雅
号
屋
号
ら
し
い
が
、
そ
の
意
味
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の

 
離
齢
醐
五
箇
村
大
字
郡
の
屋
号
語
彙
 
一
民
間
造
語
文
化
の
視
点
か
ら
一

兄
の
家
は
「
和
気
遭
舎
」
で
あ
る
。

 
 
W
 
姓
を
そ
の
ま
ま
屋
号
と
す
る
も
の

 
郡
で
は
、
姓
だ
け
を
家
の
名
と
し
て
い
る
も
の
を
、
〃
屋
号
が
な
い
”
と
せ

ず
、
姓
が
屋
号
で
あ
る
と
す
る
。
〃
同
姓
が
な
い
か
ら
そ
れ
で
ま
ぎ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
”
と
言
う
。
姓
を
屋
号
と
す
る
一
一
戸
の
申
、
九
戸
は
村
外
か
ら
入

っ
た
家
で
あ
り
、
忌
部
と
馬
渕
と
は
、
郡
の
旧
家
で
あ
る
。
こ
の
二
家
に
う
い

て
も
、
同
姓
が
な
い
か
ら
だ
と
言
う
が
、
姓
は
尊
称
的
に
も
用
い
ら
れ
て
い
よ

う
か
。
忌
部
の
旧
屋
号
は
「
代
宮
屋
」
、
三
渕
は
「
上
代
宮
屋
」
の
分
家
で
あ

る
。 

 
 
 
大
正
・
昭
和
初
期
に
命
名
さ
れ
た
屋
号

 
 
-
 
事
実
認
識
を
冨
う
屋
号

・
丁
 
居
住
場
所
に
注
目
し
た
屋
号

 
③
 
居
住
場
所
の
位
置
を
言
う
屋
号

 
 
ム
ラ
ナ
カ
（
村
中
・
）

 
こ
れ
は
、
終
戦
前
に
南
方
か
ら
郡
に
転
住
し
た
家
の
屋
号
で
、
五
箇
村
の
中

心
地
で
あ
る
郡
に
出
て
き
た
と
い
う
心
意
の
命
名
で
あ
る
。
南
方
在
住
時
は
ト

キ
ワ
ヤ
（
常
磐
屋
）
と
名
の
っ
て
い
た
。
 
‘

4
職
業
を
言
う
屋
号

 
 
ゲ
タ
ヤ
（
下
駄
屋
）
 
ア
ベ
カ
ジ
（
安
部
鍛
治
）

6
 
分
家
で
あ
る
こ
と
を
言
う
屋
号

 
③
①
1
 
後
部
要
素
が
分
家
表
示
で
あ
る
屋
号

 
 
マ
ス
オ
カ
（
枡
岡
）
 
キ
ク
三
三
（
菊
岡
）
 
オ
ー
エ
シ
ェ
 
（
大
枝
勢
）

 
 
カ
ド
マ
タ
（
角
又
）
．
《
座
前
》
 
■
ム
ラ
キ
ヤ
（
村
岐
屋
）
 
 
シ
マ
ワ
カ
ヤ

、
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（
島
若
屋
）

 
⑧
一
③
．
夫
婦
の
実
家
の
姓
も
し
く
は
屋
号
を
組
み
あ
わ
せ
た
屋
号

 
 
フ
図
シ
ゲ
．
（
藤
重
〉
 
眉
ケ
ザ
ワ
（
池
沢
）
〈
旧
中
条
村
v

 
③
1
④
そ
の
他

 
 
ヤ
ナ
キ
タ
（
柳
陽
）

 
 
皿
 
祝
福
・
願
望
を
言
う
屋
号

，
一
 
サ
カ
エ
ヤ
（
栄
屋
）
 
マ
ツ
ザ
カ
ヤ
（
松
坂
屋
）
 
シ
ゲ
ミ
ヤ
（
茂
見
屋
）

 
 
キ
ヨ
シ
マ
ヤ
（
清
島
屋
）
 
オ
ー
カ
（
二
一
）
 
シ
ェ
ガ
ワ
（
瀬
川
）

 
 
シ
マ
ス
（
島
津
）

 
「
大
佳
」
は
、
岳
野
の
「
大
前
」
が
郡
に
移
っ
て
、
同
名
衝
突
を
さ
け
る
た

め
に
改
名
し
た
屋
号
で
あ
る
。
嘉
字
の
〃
佳
〃
を
選
ん
だ
。
 
「
瀬
川
」
の
命
名

意
図
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
〃
今
は
瀬
で
も
、
将
来
は
川
に
な
る
”
と
い
う
心

意
気
を
託
し
た
屋
号
だ
と
、
土
地
人
は
言
う
。
・
〃
川
”
は
、
あ
る
い
は
分
家
表

示
要
素
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
島
津
」
の
命
名
意
図
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
初
代
が
島
津
齊
彬
を
崇
拝
し
て
い
た
心
情
を
屋
号
に
託
し
た
か
と
も
聞

く
。2

 
マ
ル
シ
ン
（
丸
新
）

 
「
新
屋
」
が
商
売
を
は
じ
め
た
時
に
つ
け
た
屋
号
で
あ
る
。
現
在
は
廃
業
し

た
が
、
屋
号
は
変
え
な
い
。

 
 
皿
 
命
名
の
由
来
の
明
ち
か
で
な
い
屋
号

 
 
ツ
タ
ヤ
（
津
田
屋
）

 
こ
れ
は
、
一
時
期
絶
え
て
い
た
「
葦
屋
」
を
、
内
地
か
ら
帰
郷
し
た
妹
が
つ

い
だ
時
に
、
文
字
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
字
を
選
ん
だ
意
図
は
明
ら
か

で
な
い
。

 
 
W
 
姓
を
そ
の
ま
ま
屋
号
と
す
る
も
の

 
明
治
期
に
「
芝
仲
屋
」
で
あ
っ
た
家
は
、
「
仲
屋
」
が
他
に
も
あ
り
、
か
つ

増
田
姓
は
郡
に
な
い
の
で
、
こ
の
時
期
か
ら
姓
を
屋
号
と
し
て
い
る
。
そ
の
他

の
二
一
戸
は
す
べ
て
他
地
か
ら
入
っ
た
家
で
あ
る
。

 
大
正
・
昭
和
期
に
命
名
さ
れ
た
屋
号
に
は
、
共
同
命
各
の
も
の
は
ま
ず
認
め

ら
れ
ず
、
分
家
表
示
屋
号
語
彙
の
内
部
構
造
は
い
ち
だ
ん
と
多
様
に
な
る
。

 
 
 
 
昭
和
後
期
に
命
名
さ
れ
た
屋
号
 
 
．
 
，

 
 
1
 
事
実
認
識
を
言
う
屋
号

1
 
居
住
場
所
に
注
目
し
た
屋
号

②
一
宿
住
場
所
の
状
況
を
言
つ
屋
号

 
 
カ
ド
ヤ
（
角
屋
↓
門
家
）

 
三
叉
路
に
あ
っ
た
家
の
名
で
あ
る
。

3
．
人
名
を
含
む
屋
号

 
 
フ
ク
ザ
ワ
（
福
沢
）

 
「
沢
土
」
の
土
地
を
も
ら
っ
た
福
太
郎
の
家
の
屋
号
で
、
昭
和
五
六
年
ご
ろ

の
命
名
で
あ
る
。

6
 
分
家
で
あ
る
こ
と
を
言
う
屋
号

 
③
一
①
後
部
要
素
が
分
家
表
示
で
あ
る
屋
号

 
 
テ
ラ
サ
キ
（
寺
崎
）
 
ハ
タ
ワ
キ
（
幡
脇
）
 
イ
マ
エ
（
今
枝
）
 
ヤ
ス

 
 
キ
ヤ
（
安
岐
屋
）
三
三
ツ
ヤ
（
中
津
屋
）

 
③
i
②
 
自
家
の
姓
と
、
本
家
の
屋
号
も
し
く
は
姓
と
を
組
み
あ
わ
せ
た
屋

 
 
 
 
 
号

 
 
イ
ワ
フ
ジ
（
岩
藤
）
 
イ
ワ
タ
ヤ
（
岩
田
屋
）

、
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③
一
③
 
夫
婦
の
実
家
の
姓
も
し
く
は
屋
号
を
組
み
あ
わ
せ
た
屋
号

 
 
マ
ツ
ウ
ラ
（
松
浦
）
 
ヤ
ナ
カ
（
谷
仲
）
 
サ
ト
ヨ
シ
ヤ
（
里
吉
屋
）

③
1
④
そ
の
他

 
 
ミ
シ
マ
ヤ
（
三
島
屋
）
 
ナ
カ
シ
ン
ヤ
（
仲
新
屋
）

8
 
隠
居
屋
号

 
 
ナ
カ
ワ
キ
イ
ン
キ
ョ
（
中
脇
隠
居
）
 
カ
ナ
イ
イ
ン
キ
ョ
（
金
井
隠
居
）

 
 
サ
カ
エ
ヤ
イ
ン
キ
ョ
（
栄
屋
隠
居
）
 
イ
ワ
キ
ヤ
イ
ン
キ
ョ
（
岩
木
屋
隠
、

 
 
居
）

 
家
督
を
ゆ
ず
っ
て
別
居
し
た
親
の
家
に
は
、
も
と
の
屋
号
に
〃
隠
居
”
を
添

え
て
呼
ぶ
。
自
家
の
名
の
り
で
は
な
く
て
、
周
囲
か
ら
の
名
づ
け
で
あ
ろ
う
。

9
 
出
身
地
名
を
冠
し
て
呼
ぶ
屋
号

 
 
ク
ミ
ナ
カ
ム
コ
ー
（
久
見
意
向
）
 
ク
ミ
ナ
カ
ダ
ヤ
（
久
見
申
田
屋
）

 
 
ク
ミ
オ
モ
ヤ
（
久
見
書
屋
）
ヒ
ク
ミ
ヨ
コ
ヤ
（
久
月
代
宮
屋
）

 
地
区
名
の
下
の
名
は
、
そ
こ
で
呼
ば
れ
て
い
た
屋
号
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
屋

号
の
家
は
、
い
ず
れ
出
身
地
に
帰
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

 
 
丑
 
祝
福
・
願
望
を
言
う
屋
号

一
 
カ
ス
ガ
（
春
日
）
．
 
ヒ
ト
ツ
ヤ
（
一
つ
屋
）

 
「
春
日
」
の
命
名
の
由
来
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
雅
号
屋
号
で
あ
ろ
う
。
本

 
 
 
 
※

土
域
の
、
島
根
県
遍
摩
郡
仁
摩
町
馬
路
に
も
「
春
日
屋
」
が
あ
る
。
 
「
一
つ

屋
」
は
、
内
地
か
ら
引
揚
げ
て
郡
に
一
軒
屋
を
か
ま
え
た
人
の
命
名
し
た
屋
号

で
あ
る
。
孤
歩
を
託
し
た
か
。

 
 
※
こ
の
地
の
屋
号
は
、
島
根
大
学
助
教
授
今
石
元
久
氏
が
学
生
と
之
も
に
調
査
さ
れ
た
。

2
層
目
ク
ヤ
，
（
ふ
く
や
）

 
呉
服
店
の
屋
号
で
あ
る
。

鵬腋

ﾎ
五
箇
村
大
字
郡
の
屋
号
語
彙
 
一
民
間
造
語
文
化
の
視
点
か
ら
一

 
 
W
 
姓
を
そ
の
ま
ま
屋
号
と
す
る
も
の

 
二
四
戸
が
姓
を
屋
号
と
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
他
か
ら
転
入
し
た
家
の

ほ
か
に
、
分
家
し
て
、
本
家
と
同
じ
く
姓
を
名
の
っ
て
い
る
家
も
ふ
く
ま
れ
て

い
る
。

 
昭
和
後
期
の
命
名
傾
向
は
、
大
正
・
昭
和
前
期
に
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
期
に
命
名
さ
れ
た
屋
号
総
数
の
中
に
、
分
家
表
示
屋
号
の
占
め
る
比
率
は

い
っ
そ
う
高
く
な
っ
て
い
る
。

 
現
存
の
．
家
の
中
に
は
、
親
と
は
別
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
ま
だ
屋
号
の
定
ま
P

て
い
な
い
家
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
家
は
、
長
男
の
ば
あ
い
は
、
「
オ
ー
カ
ノ
ア

ニ
（
大
乱
兄
）
」
の
よ
う
に
呼
ば
れ
、
電
話
帳
に
も
そ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
は
「
大
回
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
次
男
以
下
の
ば
あ
い
は
、
「
タ
ナ
カ
ノ

オ
ジ
」
の
よ
う
に
言
う
が
、
電
話
帳
に
は
「
本
郷
田
中
」
と
、
そ
の
居
住
地

を
冠
す
る
な
ど
し
て
区
別
し
て
い
る
。
い
ず
れ
新
屋
号
を
名
の
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
ど
の
方
向
の
語
が
選
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
屋
号
の
命
名
・
改
変
・
層
使
用
に
つ
い
て

 
郡
で
は
、
屋
号
の
命
名
は
、
．
自
然
発
生
的
な
、
集
落
社
会
内
の
共
同
命
名
か

ら
、
意
図
的
な
自
家
命
名
へ
と
移
っ
た
。
外
か
ら
の
名
づ
け
屋
号
が
内
か
ら
の

名
の
り
屋
号
に
変
っ
た
の
で
あ
る
。

 
そ
の
名
の
り
屋
号
は
、
新
し
く
一
家
が
創
立
さ
れ
る
と
、
ワ
タ
マ
チ
ー
新

築
、
あ
る
い
は
転
居
の
祝
1
の
席
で
披
露
さ
れ
る
。
ま
た
は
、
戸
主
の
依
頼

を
受
け
て
、
親
戚
一
同
、
あ
る
い
は
親
戚
の
中
の
お
も
だ
っ
た
人
、
親
方
、

と
い
っ
た
人
が
命
名
す
る
。
凝
っ
た
屋
号
に
は
、
そ
の
命
名
者
の
名
が
今
日
ま

で
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
命
名
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
有
識
者
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は
、
そ
の
学
識
教
養
を
、
お
お
い
に
こ
こ
に
発
揮
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
さ
て
屋
号
は
と
き
に
改
め
ら
れ
て
も
い
る
。
そ
の
不
変
性
は
、
姓
ほ
ど
に
き

び
し
く
な
い
。
屋
号
の
改
変
は
、
外
か
ら
の
名
づ
け
屋
号
の
時
代
に
は
へ
こ
れ

も
そ
の
集
落
社
会
の
人
々
の
申
で
無
意
識
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
自
家
の
名
の
り

屋
号
と
な
っ
て
か
ら
は
、
あ
る
願
い
を
託
し
て
み
ず
か
ら
改
め
て
い
る
。

 
 
カ
ミ
タ
ヶ
ヤ
マ
 
 
 
 
カ
ミ

 
「
上
竹
山
」
が
「
上
」
に
変
っ
た
の
は
前
者
の
例
で
、
人
々
は
言
い
蝉
工
㌶

さ
を
求
め
て
、
い
つ
の
間
に
か
こ
う
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
「
上
田

 
 
 
 
ソ
ラ

屋
」
が
「
空
」
と
な
っ
た
の
な
、
そ
れ
ま
で
は
、
高
い
所
に
田
を
作
っ
て
い
た

の
に
注
目
し
て
呼
ん
で
い
た
の
を
、
そ
の
家
が
高
所
に
転
居
し
た
新
事
実
に
目

を
移
し
て
、
「
空
」
と
呼
び
改
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
お
そ
ら
く
自
然
発
生

的
な
改
変
で
あ
ろ
う
。
 
「
安
部
鍛
治
」
が
「
安
部
」
に
移
っ
た
の
も
、
鍛
治
屋

を
や
め
た
家
に
ハ
そ
の
名
が
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

 
 
ト
キ
ワ
 
 
 
 
 
 
ム
ラ
ナ
カ
 
 
 
 
 
 
サ
カ
ガ
ミ
 
 
 
 
 
 
サ
カ
ワ

 
「
常
磐
屋
」
が
「
村
中
」
に
、
「
坂
上
屋
」
が
「
佐
川
屋
」
に
変
っ
た

の
も
、
転
居
に
よ
っ
て
生
じ
た
新
し
い
状
況
を
屋
号
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
改
変
は
そ
の
家
が
み
ず
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
渇
。
改
変
は
、
同
一

屋
号
の
家
が
二
家
以
上
存
す
る
こ
と
に
な
る
時
に
も
お
こ
な
わ
れ
る
。
他
地
か

ら
の
転
入
者
の
持
ち
こ
ん
だ
屋
号
之
同
じ
名
が
、
す
で
に
郡
の
中
に
あ
る
こ
と

が
、
と
き
に
あ
っ
た
。
北
方
の
岳
野
か
ら
転
住
し
た
「
前
」
家
は
、
先
在
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ダ
ケ
ノ
マ
ェ

「
前
」
家
と
の
同
名
衝
突
を
さ
け
て
「
岳
野
前
」
と
呼
ば
れ
る
。
転
居
の
家
に

対
し
て
は
、
そ
の
出
身
地
名
を
冠
し
て
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
 
マ
エ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
 
カ

 
同
じ
く
岳
野
か
ら
下
り
て
き
た
「
大
前
」
は
、
み
ず
か
ら
「
苫
葺
」
と
改

め
た
。
、
こ
れ
も
同
名
衝
突
を
さ
け
て
の
改
名
で
あ
る
が
、
外
か
ら
の
名
づ
け
屋

号
か
ら
内
か
ら
の
名
の
り
屋
号
へ
、
事
実
認
識
を
言
う
屋
号
か
ら
祝
福
願
望
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
サ
キ
 
 
 
 
 
カ
ナ
ズ
キ
 
 
 
 
 
 
 
フ
ジ
ヤ
デ
ミ
シ
エ

言
う
屋
号
へ
と
移
っ
て
い
る
。
「
「
尾
崎
」
を
「
金
築
屋
」
に
、
「
藤
屋
出
店
」

 
 
フ
サ
ヤ
 
 
 
 
 
ハ
ナ
 
 
 
 
 
フ
サ
ノ
ト

を
「
寿
屋
」
に
、
 
「
花
屋
」
を
「
寿
門
」
に
改
め
た
の
も
同
種
の
改
変
で
あ

「
る
。
こ
れ
ち
の
家
は
郡
土
着
で
あ
り
、
同
名
衝
突
の
事
情
も
な
い
が
、
転
居
を

．
契
機
に
、
い
っ
そ
う
の
一
家
繁
栄
を
願
う
心
境
を
屋
号
の
上
に
も
あ
ら
わ
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

 
屋
号
の
改
変
が
、
家
運
の
挽
回
を
期
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

 
シ
モ
タ
ケ
ヤ
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
そ

 
「
下
竹
山
」
は
旧
家
で
あ
る
が
、
家
運
が
か
た
む
き
か
け
た
時
、
．
「
シ
モ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
ワ
ド
 
 
ド

と
呼
ば
れ
る
の
を
き
ら
っ
て
沢
田
に
転
宅
し
、
「
沢
土
」
と
名
の
っ
た
。
こ
こ

で
家
運
を
も
り
か
え
し
た
後
、
旧
住
所
に
復
し
た
が
、
屋
号
は
縁
起
の
よ
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ド

 
「
沢
土
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
 
「
角
屋
」
を
「
門
家
」
と
変
え
た
の

は
、
こ
れ
も
不
運
を
好
運
に
転
じ
た
い
願
い
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
ズ
キ
 
 
 
 
 
 
ツ
ズ
キ
 
 
 
 
 
 
 
ツ
タ

文
字
だ
け
を
改
め
て
い
る
。
「
続
物
」
を
「
辻
木
屋
」
に
、
「
藍
屋
」
を

 
 
ツ
 
タ

 
「
津
田
屋
」
に
、
そ
の
文
字
を
改
め
た
理
由
は
さ
だ
か
で
な
い
。

 
こ
の
よ
う
な
屋
号
の
改
変
は
、
転
居
の
さ
い
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
ど
が
多

い
。
ま
た
，
養
子
が
入
っ
た
ば
あ
い
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
形
で
相
続
人
の
，

な
い
家
の
墓
や
位
牌
を
守
る
者
が
入
っ
た
ば
あ
い
に
、
屋
号
の
改
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
屋
号
の
改
変
は
、
そ
の
家
が
望
ん
で
も
実
現
し
な
い
ば
あ
い
も

 
 
 
 
 
 
 
オ
 
シ
タ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
 
ヨ
シ

あ
る
。
旧
家
の
「
大
下
」
は
、
そ
の
家
運
が
傾
き
か
け
た
こ
ろ
、
「
大
吉
屋
」

と
改
め
よ
う
と
し
た
が
、
人
々
は
言
い
な
れ
た
「
大
下
」
を
改
め
な
か
っ
た
。

．
望
ん
で
も
改
ま
ら
な
い
も
の
、
望
ま
ず
と
も
自
然
に
移
る
も
の
、
そ
の
家
の

改
変
の
意
志
を
人
々
が
是
認
し
て
こ
れ
に
従
う
も
の
と
、
，
屋
号
改
変
の
事
情
は

単
純
で
な
い
。

 
さ
て
、
命
名
に
も
改
変
に
も
、
人
々
が
こ
の
よ
う
に
情
熱
を
そ
そ
ぐ
の
は
、

屋
号
を
意
味
あ
る
も
の
と
把
握
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
改
め
得
な
い
姓
に
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つ
い
て
は
、
私
ど
も
は
も
は
や
そ
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
を
し
な
い
。
一
方
、

郡
社
会
で
は
、
今
日
も
な
お
屋
号
使
用
の
習
慣
が
根
強
い
こ
と
も
、
屋
号
尊
重

の
一
因
と
な
っ
て
い
よ
う
。

 
郡
の
人
々
は
、
屋
号
な
し
に
は
一
日
も
暮
せ
な
い
と
言
う
。
屋
号
は
日
常
会

話
の
中
で
使
用
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
慶
弔
や
盆
暮
の
贈
り
物
に
記
す
名
も

お
お
む
ね
屋
号
で
あ
る
。
五
箇
村
商
工
会
の
発
行
す
る
『
五
箇
年
電
話
帳
』
に

は
、
氏
名
と
屋
号
と
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
郵
便
局
の
配
達
原
簿
や
、
教
師
の

家
庭
訪
問
原
簿
κ
も
屋
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
水
量
酢
神
社
の
秋
の
大

祭
の
宮
相
撲
の
呼
び
出
し
も
、
 
「
コ
ー
リ
ノ
 
カ
ド
マ
タ
ノ
 
ア
ン
サ
ン
（
郡

の
角
又
の
長
男
さ
ん
）
」
の
よ
う
に
、
屋
号
で
あ
る
。
・

 
こ
の
よ
う
に
、
屋
号
使
用
の
習
慣
の
根
強
い
郡
社
会
で
は
、
姓
は
一
族
の

、
名
、
家
の
名
は
屋
号
（
家
号
）
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
姓
が

な
い
た
め
に
姓
を
呼
ん
で
い
る
ば
あ
い
も
、
そ
れ
は
姓
が
す
な
わ
ち
屋
号
で
あ

る
と
言
う
。
そ
れ
を
立
証
す
る
か
の
よ
う
に
、
『
五
箇
村
電
話
帳
」
の
屋
号
欄

に
は
空
欄
が
な
く
、
姓
を
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

 
今
日
も
屋
号
使
用
の
習
慣
が
根
強
い
の
は
、
集
落
内
に
同
姓
の
多
い
こ
と
も

一
因
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
な
に
か
、
風
土
性
と
で
も
い
っ
た
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
た
と
え
ば
島
根
県
仁
多
郡
仁
多
町
の
ば
あ
い
、
同
姓

が
さ
し
て
多
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
屋
号
使
用
の
習
慣
は
根
強
い
。
島
根

県
下
で
は
、
い
っ
た
い
に
屋
号
使
用
が
さ
か
ん
で
あ
る
。

 
 
※
中
川
文
枝
姉
よ
り
い
た
だ
い
た
有
線
電
話
薄
に
よ
る
。

三
、
民
間
造
語
文
化
の
視
点
か
ら

屋
号
の
命
名
が
、
集
落
社
会
の
共
同
命
名
か
ら
自
家
命
名
へ
と
移
っ
た
こ
と

駝
籔
灘
五
箇
村
大
字
郡
の
屋
号
語
彙
 
一
民
間
造
語
文
化
の
視
点
か
ら
…

は
、
同
時
に
、
単
純
素
朴
な
造
語
か
ら
多
彩
で
技
巧
的
な
造
語
へ
と
移
っ
た
こ

と
で
も
あ
る
。

 
造
語
の
工
夫
は
、
分
家
表
示
屋
号
と
祝
福
・
願
望
の
屋
号
の
上
に
顕
著
に
認

め
ら
れ
る
。
分
家
表
示
屋
号
の
上
に
見
ら
れ
る
造
語
法
に
つ
い
て
は
、
先
述
の

よ
う
に
別
稿
に
述
べ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
省
略
す
る
。
た
だ
し
、
一
に
記
し
た

分
類
項
目
に
よ
そ
、
お
お
よ
そ
は
ご
理
解
い
た
だ
諺
嬉
あ
う
つ
ヂ
、

 
祝
福
・
願
望
を
言
う
屋
号
で
は
、
初
期
に
は
、
 
「
豊
田
屋
」
 
「
起
田
屋
」

 
サ
ワ
ド
 
 
 
カ
ナ
ズ
キ

「
沢
叙
し
「
金
築
屋
」
な
ど
の
文
字
面
に
見
え
る
よ
う
に
、
そ
の
願
う
と
こ

ろ
が
き
わ
め
て
率
直
に
表
出
さ
れ
て
い
る
。
 
「
三
々
」
と
い
う
屋
号
に
託
し
た

の
三
富
へ
の
願
望
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
は
一
種
の
シ
ン
ボ
ル
性
が
あ
る
。
富

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
サ
 
 
 
 
 
フ
サ
ノ
ト

へ
の
願
望
の
あ
ら
わ
な
屋
号
に
く
ら
べ
て
、
「
寿
屋
」
「
寿
門
」
は
上
品
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ス
が

文
人
好
み
で
も
あ
る
。
そ
の
文
入
好
み
は
、
昭
和
期
に
は
「
春
日
」
や
、
「
一
つ
、

屋
」
と
い
っ
た
造
語
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
〃
遊
び
の
心
〃
も
認
め
ら

れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ク
セ
 
ヤ

 
明
治
期
、
北
方
か
ら
持
ち
こ
ん
だ
「
育
霊
屋
」
は
飲
食
店
の
屋
号
で
あ
る
。

そ
の
命
名
感
覚
は
今
日
と
は
か
な
め
異
な
っ
て
い
て
、
命
名
発
想
、
名
の
好
み

に
も
推
移
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
。

 
郡
の
屋
号
造
語
の
上
に
特
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
漢
字
利
用
で
あ

る
。
屋
号
の
ほ
と
ん
ど
は
和
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
贈
り
物
な
ど
に
記
す
文
字

こ
と
ば
で
も
あ
る
か
ら
（
す
べ
て
漢
字
が
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
多
く
は
わ
か
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
ナ
キ
タ

や
す
い
字
訓
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
、
「
柳
陽
」
と
読
ま
せ
る
よ

う
な
、
高
い
漢
字
教
養
を
見
せ
て
い
る
名
も
あ
る
。
命
名
者
ば
知
識
人
で
あ
ろ

う
が
、
集
落
内
の
一
般
の
人
々
に
も
、
・
こ
れ
を
亨
受
す
る
素
地
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
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オ
モ
ヤ

 
宛
字
に
凝
ら
さ
れ
た
工
夫
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
 
「
重
屋
」
の
宛

字
は
、
集
落
内
の
お
も
だ
っ
た
家
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
あ
ら
わ
し
得
て
い
る
。

「
オ
モ
ヤ
」
屋
号
は
諸
地
に
あ
る
が
、
こ
の
宛
字
を
私
は
五
箇
村
以
外
の
地
に

は
ま
だ
見
て
い
な
い
。
屋
号
の
文
字
選
び
に
も
地
方
色
は
発
揮
さ
れ
る
も
の
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワ
 
ケ
 
ノ
 
や

し
い
。
文
人
好
み
の
宛
字
に
は
、
分
家
屋
号
に
「
和
気
遭
舎
」
が
あ
り
、
「
藤

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
サ
カ
ヤ

崎
」
に
通
わ
せ
た
「
藤
咲
」
な
ど
が
あ
る
。
 
「
安
積
屋
」
の
宛
字
は
模
倣
で
あ

ろ
う
か
。

 
こ
の
よ
う
に
漢
字
利
用
は
さ
か
ん
で
あ
っ
て
も
、
漢
語
屋
号
は
ご
く
ま
れ
で
、

 
シ
ャ
モ
 
 
リ
ユ
 
ワ
 
 
シ
ン
タ
ク

「
社
門
」
「
柳
蛙
」
「
新
宅
」
を
見
る
程
度
で
あ
る
。
漢
語
要
素
を
ふ
く
む

 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
ク
ニ
ヤ
マ
 
 
 
シ
ン
ヤ
 
 
 
イ
チ
リ
キ
ヤ
 
 
 
ア
キ
 
 
 
 
ム
ラ
キ

屋
号
と
し
て
は
、
「
役
人
山
」
「
新
屋
」
コ
力
屋
」
「
安
岐
屋
」
「
早
岐
屋
」

な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
さ
し
て
多
く
な
い
。
今
後
の
屋
号
造
語
に
お
い
て

も
、
中
心
と
な
る
の
は
和
語
で
あ
ろ
う
。

 
私
は
、
．
〃
土
地
”
〃
家
〃
〃
人
〃
へ
の
命
名
を
、
民
間
，
造
語
文
化
の
一
つ
だ

と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
郡
の
屋
号
造
語
の
上
に
示
さ
れ

た
造
語
文
化
の
レ
ベ
ル
は
か
な
り
高
い
。
ご
れ
は
、
屋
号
が
口
こ
と
ば
の
域
に

と
ど
ま
ら
ず
、
文
字
こ
と
ば
で
も
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
屋
号
へ
の
執
心
も
、
集
落
社
会
生
活
に
お
け
る
屋
号
有
用
性
の
た
め
で
も
あ

ろ
う
。

お
わ
り
に

 
郡
に
お
け
る
屋
号
造
語
は
、
集
落
社
会
人
た
ち
に
よ
る
名
づ
け
屋
号
か
ら
、

自
家
命
名
の
名
の
り
屋
号
に
移
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
分
家
表
示
が
工
夫
さ
・

れ
、
祝
福
・
願
望
を
言
う
屋
号
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
っ
た
新
化
・
進
展
を
も
た

ら
し
た
。

 
他
地
方
、
他
地
点
で
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
馬
瀬
良
雄
氏
は
、
『
毒
液
漢

心
の
民
俗
一
介
花
川
ダ
ム
水
没
地
区
民
俗
資
料
緊
急
調
査
』
の
申
で
、
長
野
県

北
部
の
戸
隠
村
の
屋
号
状
況
を
明
示
さ
れ
た
p
そ
の
む
す
び
に
は
、
「
嘉
名
に

よ
る
命
名
法
が
、
こ
の
地
方
で
も
次
第
に
ふ
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」

と
あ
る
。
ま
た
、
記
録
ざ
れ
た
も
の
の
上
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
島
根
県
御
摩

郡
仁
摩
町
馬
路
や
仁
多
郡
仁
多
町
の
屋
号
に
も
、
祝
福
・
願
望
の
屋
号
ら
し
い

も
の
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
認
め
ら
れ
る
。
屋
号
造
語
に
こ
の
よ
う
な
新
化
進
展

が
見
ら
れ
る
の
は
、
今
も
屋
号
が
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
、
新
し
い
家
が
誕
生
す

れ
ば
、
新
し
い
屋
号
の
生
ま
れ
て
い
る
土
地
で
あ
る
。

 
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
屋
号
の
ほ
と
ん
ど
が
昔
な
が
ら
の
素
朴
な
も
の
で
あ

る
地
方
、
地
点
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
共
同
命
名
か
ら
自
家
命
名
へ
の
転
換
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
今
日
、
屋
号
使
用
の
衰
え
て
い
る
所
に
は
、
お
お
む

ね
こ
の
よ
う
な
停
滞
性
が
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
屋
号
使
用
は
さ
か
ん
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
屋
号
は
お
お
む
ね
昔
な
が
ら
の
も
の
と
い
っ
た
所
も
あ
る
。

 
 
 
 
 
※

た
と
え
ば
、
岩
手
県
遠
野
市
の
ば
あ
い
、
有
線
電
話
簿
に
屋
号
が
掲
載
き
れ
て

い．

驍
ﾌ
で
、
屋
号
使
用
は
さ
か
ん
だ
と
察
せ
ら
れ
る
。
が
、
記
さ
れ
て
い
る
屋

号
の
ほ
と
ん
ど
は
、
初
代
の
人
物
名
か
、
居
住
場
所
か
、
ま
た
は
ど
こ
そ
こ
の

別
家
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
屋
号
造
語
の
進
展
性
と
停
滞
性
を
も
た
ら
す
事

情
に
つ
い
て
は
、
な
お
よ
く
考
え
て
み
た
い
。

 
 
※
グ
ロ
ー
タ
ス
神
父
よ
り
、
昭
和
五
｝
年
六
月
現
在
の
有
線
電
話
薄
の
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
い
た
。

 
と
こ
ろ
で
、
屋
号
造
語
の
新
化
に
は
、
あ
だ
な
屋
号
の
創
出
と
い
う
、
も
う

｝
つ
の
方
向
が
あ
っ
た
。
初
代
、
あ
る
い
は
あ
る
時
期
の
戸
主
の
あ
だ
な
が
、

そ
の
家
の
屋
号
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
き
わ
め
て
著
し
い
例

は
、
山
口
幸
洋
氏
の
報
告
さ
れ
た
、
静
岡
県
浜
名
郡
新
居
町
の
屋
号
で
あ
る
。
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山
口
県
の
萩
市
見
島
・
大
島
、
長
門
市
の
仙
崎
、
防
府
市
の
野
島
な
ど
で
も
あ

だ
な
屋
号
を
聞
く
。
山
口
県
の
ば
あ
い
は
、
い
ず
れ
も
漁
業
集
落
で
あ
る
。

 
さ
き
の
、
祝
福
・
願
望
を
言
う
方
向
へ
の
新
化
は
、
キ
マ
ジ
メ
な
造
語
文
化

・
で
あ
り
、
マ
．
イ
ナ
ス
点
を
と
り
た
て
て
お
も
し
ろ
お
か
し
く
言
う
方
向
へ
の
新

化
は
、
、
道
化
の
造
語
文
化
で
あ
る
。
今
日
の
集
落
社
会
感
情
の
中
で
は
、
道
化

の
造
語
文
化
を
楽
し
む
心
の
ゆ
と
り
は
失
せ
て
、
、
あ
だ
な
三
号
は
衰
退
の
一
路
、

を
た
ど
っ
て
い
る
。
一
方
、
祝
福
．
願
望
を
言
う
方
向
へ
．
の
新
化
を
見
せ
る
地

方
、
地
点
も
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
家
．
意
識
の
衰
退
に
伴
う
当
然
の
結
果
で
あ
ろ

〉
つ
。

・
屋
号
造
語
文
化
は
、
大
勢
と
し
て
は
衰
退
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
．
々

の
先
祖
が
、
近
隣
社
会
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
言
語
化
し
た
か
、
ま
た
自
家

を
言
い
あ
ら
わ
す
う
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
こ
ら
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
い
そ
が
れ
る
。
屋
号
語
彙
に
地
方
差
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
生
業
の
こ
と
な

り
な
ど
の
社
会
生
活
差
が
、
屋
号
造
語
の
命
名
発
想
に
大
き
く
か
か
わ
惹
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
」
っ
て
か
な
り
わ
か
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
屋
号

語
彙
の
研
究
も
、
風
土
言
語
学
一
方
言
学
の
．
課
題
で
あ
る
と
、
私
は
思
う
。

 
 
'
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「
（
一
九
八
三
・
九
・
．
二
〇
）
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五
箇
村
の
岳
野
勝
男
氏
・
藤
田
茂
正
氏
の
ご
教
示
に
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
屋
号
資
料
を
た
ま
わ
っ
た
、

、
今
石
元
久
助
教
授
・
グ
ロ
ー
タ
ス
神
父
・
中
川
文
枝
姉
・
馬
瀬
良
雄
教
授
・
山
口
幸
洋
氏
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。

鵬
膿
糊
五
箇
村
大
字
郡
の
屋
号
語
彙
 
一
民
間
造
語
文
化
の
視
点
か
ら
「


